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論文の内容の要旨 
（目的） 
本研究は，職リハ従事者の職務ストレスとスーパービジョンの具体的内容やその関係性を明らかにす
ることを目的とする。 
 (対象と方法) 
１．全国の障害者就業・生活支援センター，就労移行支援事業法人，就労支援センターに勤務する従事
者 398 名を対象とした郵送調査（平成 20 年 7 月下旬から 9 月上旬） 
２．障害者就業・生活支援センター，就労移行支援事業法人，就労支援センターに勤務する従事者 8 名
とした面接調査（平成 24 年 4 月から 5 月） 
３．全国の障害者就業・生活支援センター，就労移行支援事業法人，就労支援センターに勤務する従事
者 429 名とした郵送調査（平成 24 年 8 月下旬から 10 月） 
 (結果) 
１． 共分散構造分析（「刺激―生体―反応（S-O-R）モデル」を表現した MIMIC モデル）の結果、
ストレス反応は勤務形態，兼務の有無，勤務時間，休暇日数の違いより高まることが明らか
になった。また，職リハ従事者の職務に関連したストレスは，「就労支援の阻害要因」，「就
労支援のスキルの不足」，「サービス受け手の理解」の 3 因子により説明でき，これらの因子
に一般的な職務ストレス尺度である「職場の対人関係」を加えた 4 因子がストレス状態を介
してストレス反応を規定するモデルの妥当性が確認された。 
２． Berelsonによる内容分析の結果、職リハ分野では，管理的機能，教育的機能，支持的機能を
有するスーパービジョンが経験的に実施されており，その中には，様々な障害特性を有する
利用者への支援技術の向上を目指すものや，事業主への支援技法といった他の対人援助職で
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は必要とされないものの，職リハ分野では重要とされる支援技法も多く含まれていることが
明らかとなった。 
３． 共分散構造分析の結果、「就労支援に関するスキルの不足」，「関係機関との連携の困難さ」，
「職リハ業務の量的負担」，「事業主支援に関する負担」により説明される「職務ストレス」
は「ストレス反応」に影響を及ぼし，その影響は「家族ストレス」，「経済的ストレス」から
説明される「ライフストレス」よりも大きいが，「支持的機能」，「管理的機能」，「教育的機
能」により説明される「スーパービジョン」は「ストレス反応」に対する緩衝要因として機
能することが確認された。 
 
 (考察) 
対人援助職は職務ストレスを感じやすいことが指摘されて久しいが，職リハ従事者を対象とした
職務ストレス研究は乏しい現状にあった。本研究を通じて，我が国の職リハ従事者が置かれた独特
の状況が影響した職務ストレスやスーパービジョンの具体的内容を明らかにすることができた。さ
らに，職務ストレスへの対処法として，スーパービジョンが有効であることを示すことができた。
職リハ従事者の職務ストレスやスーパービジョンに対するニーズは，経験年数や性別によって異な
るため，従事者の発達段階に応じてスーパービジョンの内容を変えることが，従事者のスキル習得
や職務ストレスの軽減に寄与することが示唆された。本研究で得られた知見は職リハの実践場面に
おける基礎資料となるものと考えられる。 
 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
 本論文は、近年増大している職業リハビリテーション従事者を対象に、彼らが十分な教育や訓練
のないまま就労支援サービスの成果を求められているストレス状況に着目し、そのストレスに関連
する要因を探ったものである。本論文において、全国調査の結果をもとに職リハ従事者その職務ス
トレスの実態を明らかにした点、その職務ストレスを SOR モデルによりわかりやすく説明した点、
職場特性による職務ストレスの差異から得られる知見を生理した点、職リハに求められるスーパー
ビジョンを明らかにした点、そのスーパービジョンがストレスを軽減させる緩衝要因として機能す
ることを明らかにした点は、国際的にも新しい知見であり、博士論文に相応しい内容である。 
(最終試験) 
平成 26年 1月 16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
(結論) 
よって、著者は博士（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
